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スローガン

-自分の殻を破って、世界へ羽ばたこう!-

Unleash your Potential,
Take Flight and Explore the World!
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挨 拶

シドニー空港に到着し外に出たとき、冬の朝の凜とした空気が、日本の厳しい暑さから一転、新境

地に来たことを実感させてくれました。令和５年８月、杉並区の28名の中学生が、オーストラリアへ

飛び立ちました。この成果報告書は、オーストラリアにおける派遣生の挑戦と、自己成長の記録です。

今回の中学生海外留学事業で掲げたスローガンである「Unleash your Potential,Take
 

Flight and Explore the World!（自分の殻を破って、世界へ羽ばたこう！）」は、派遣生一人

ひとりがこの事業に参加するにあたり、大切にしたい思いや姿勢を話し合い、紡いだものです。この

スローガンのとおり、派遣生たちはたくさんの「殻を破る」経験をしてきました。

その一つは文字通り「卵からひながかえる」ような「成長」です。殻はその内側を守るものですが、

場合によっては、より大きくなることを妨げるものにもなりかねません。日常にとどまることなく、

勇気をもって新しい環境に飛び込むことで、派遣生たちは自らの可能性を広げ、一回りも二回りも大

きく成長することができました。

もう一つの「殻を破る」経験は、「殻の外の世界との遭遇」です。これは言い換えれば「自分とは違

う存在との出会い」です。オーストラリアにおいては、自分たちこそが「外国人」です。人種・民族、

言葉、考え方、生活様式、オーストラリアで多くの「ちがい」を経験しました。また、派遣生の感想

には、ホストファミリーやバディに受け入れられ認められ、安心した気持ちや嬉しかったことがたく

さん記されています。それらを踏まえ、自分と違う他者に対してどのように接することが求められる

か、身をもって学ぶことができました。

さて、オーストラリアで経験したことや学んだことをこれから生かすときに、皆さんに大事にして

ほしいことが２点あります。１点目は、オーストラリアの生活、制度、学校教育などについて感じた

「よさ」を、日本がそうでないからと嘆くのではなく、「自分たちが変えていこう」というモチベーシ

ョンにしてほしいということです。もう１点は、オーストラリアをはじめとした外国と日本との「ち

がい」を、日本の「よさ」に気付くきっかけにしてほしいということです。

杉並区の教育の基本的な考え方を示した「杉並区教育ビジョン2022」では、「ちがいを認め合い、

自分らしく生きる」ことを大切にしています。今回、派遣生たちは、国境を越えて新たな友人を作り、

共に学び、成長してきました。オーストラリアの地で、自分で見聞きし、触れ、味わいながら、人と

人がつながる直接的な体験から得られた学びは、他には代えがたい価値があります。現地で出会った

人々や派遣生の仲間など、事業を通して出会った多くの他者と、かかわり合い、支え合い、学び合う

なかで、様々なちがいを受け入れ、受け入れられた経験は、今後、ますますグローバル化が進展する

社会において、一人ひとりが自分らしく生きていく力として発揮されるものと確信しています。

結びに、次世代育成基金事業として本事業を実施するにあたり、御理解、御協力をいただきました

ウィロビー市の皆様をはじめ、関係する全ての皆様に感謝申し上げます。

Unleash your Potential,
Take Flight and Explore the World!

自分の殻を破って、世界へ羽ばたこう！

教 育 長 白石 高士
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